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はじめに

「栄養教諭を中核とした食育の効果についての研究」において､子どもに自己管理能力を身に付けていく

ための栄養教諭が中核となった食育の推進のあり方に関する研究をスタートさせた。その研究においては、

教諭や教職志望学生の栄養教諭の存在や職務内容に対する認知度の低さに着目し、食育を推進していく重要

性を述べながら、栄養教諭制度が創設された背景や職務、役割等について整理し、食育を通してめざす子ど

もの姿とその姿へと導くための授業づくりのあり方について提案した。その中で、自己管理能力を育成する

ためには､「思考・判断の手がかり（食に関する情報や知識・技能､食生活をふり返る視点等）」､「行動に

移す手がかり（得た『思考・判断の手がかり』をもとに､行動に移すことができる機会の設定や取り組む段

階や順序の例示等、やってみたいと思ったり､取組の方向性を把握したりできる仕掛け）」（中村・瓦屋・

藤上、2020､p.240）を授業の中で子どもたちが得ることが必要であることや､そうすることができる授業づ

くりの具体について提案した。

「栄養教諭を中核とした食育の効果についての研究Ⅱ」においては､子どもに自己管理能力を身に付ける

ために実践した栄養教諭志望院生単独の授業と、教諭とのティーム・ティーチングで行った授業の分析を通

して、栄養教諭の役割や栄養教諭と教職員との協働のあり方について検討してきた。研究を通して､授業場

面における連携のあり方、授業に至るまでの連携のあり方､学級担任が負担感なく単独で食育を行うことが

できる環境をつくるための手立て等について､明らかにできた。「協働」とは､「異なった能力が組み合わ

さって新しい価値を生み出す活動」「たんなるグループ作業以上の活動」「多様な能力や個性を持った人々

が、目標を共有して共通の課題の達成に向けて、協力して活動に取り組むこと」（藤井、2020、p.29）と説

明されているように､一人ひとりの能力や個性を生かすことが求められる。そのため､栄養教諭の専門性につ

いて教諭と共有するだけでなく､栄養教諭も教諭の専門性や､教諭一人ひとりの持ち味や得意分野等を把握し

､それらが生かされるような取組を模索することが理想である。ただ､そこに至るまでには段階があり､この

研究では共に授業づくりを行い、連携する機会や場づくりをする段階から協働へ向かう可能性を探ったこと

には意義があると考えている。しかし､子どもが学校における食育に関わる授業で得たことをもとにして､自

分の食生活をよりよい方向へと変容させる行動ができているのか､それを持続できているのかどうかを把握

するための手立てについては、さらに検討する必要があることが明らかになった。また、子どもの食生活を

よりよい方向へ変容させるために、チーム学校として教職員が協働していくだけでなく、家庭もチームとし

て巻き込んでいかねば効果は持続しないため、学校における取組が、どのように家庭に影響を及ぼしていく

のか、把握する方途を探っていく必要性を感じている。
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１．研究の目的と意義

本研究は､子どもや保護者の意識だけでなく行動を変容させる栄養教諭の食育の授業づくりのあり方につ

いて検討することを目的とする。

大曽（2020）の「夕食の共食が少ない中学生の行動変容に繋がる健康行動目標の検討」において、共食

が多いか少ないかということで、学校において行われた朝食内容と規則的な睡眠の学習活動後に設定した目

標において、達成される内容が異なることが示唆されている。共食が少ない生徒においては、「乳・乳製

品摂取、間食の量、睡眠習慣など、比較的生徒自身の心がけでコントール可能な目標は達成されやすい」

（p.43）が、「食事量、食事バランス、野菜摂取、果物摂取の項目において、共食群が高かった」（p.51）

という結果となっている。このことから、中学生において、学校の食育に関する授業後に設定した目標の達

成度合いは、家庭の食のあり方によって左右されることが分かる。また、家庭の状況に左右されずに行える

取組と左右されてしまう取組があることが伺われ、発達段階に応じて、食育において身に付けていく自己管

理能力を見極めていく必要があることも浮かび上がってくる。

本研究は、小学校第６学年における取組として、子どもたち自身でコントロールできそうだと考えた間食

や麺類の食べ方等とも関わりの深い砂糖・油・塩に着目し、それらを摂り過ぎない自分にもできそうな工夫

を見出させ、実践につなごうとしているところに意義がある。また、保護者とも授業内で子どもが得た手が

かりを共有し、子どもの食生活を中心として家庭の食生活や生活習慣のあり方を見つめ直す「生活習慣アン

ケート」を用いているところや、授業内の子どもの意識だけでなく、授業後の家庭における行動の変容の様

子を捉えようとしているところに意義がある。

２．研究の対象と方法

２－１　研究対象

授業実践を行ったＡ小学校の第６学年の２クラス66名とその保護者

２－２　研究方法と研修スケジュール

表１　調査スケジュール

本研究では、栄養教諭として行う授業がどれだけ子どもや保護者に影響を与えることができるのか、意

識変容にとどまらず、行動変容を促すことができるのかを見取るため、授業前後に生活習慣についてのアン

ケートを実施した。このアンケートは、２回とも家庭において子どもと保護者が一緒に考え、保護者が回答

する方法で行った。第１回目の生活習慣アンケートでは、子どもの生活習慣について、筆者が実態の把握を

することと、子ども自身が生活習慣を見直すために授業で活用する目的で作成した（図１参照）。第２回目

アンケートでは、第1回目の生活習慣アンケートの中で用いた３項目に加え、本時を終えて意識するように

なったことや、本時で表現した自分ができそうな工夫を実行したかどうか、実行した場合のきっかけは何か、

今回の取組についての感想や家庭で話したこと等を自由記述式にした（図２参照）。このアンケートは、学

年や学級としての傾向を把握するためのものではなく、子どもが自分はどのような生活を送っているのかに

ついてふり返る材料としたり、筆者が子どもの変容を捉えたりするものとして活用した。

授業実践後は､子どもの授業で用いたワークシートの記述を分析するとともに、自分の生活習慣アンケー

トやこれまでの食生活を想起し自分の課題を解決するためにＳＯＳを摂り過ぎない工夫を考えている姿や、
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周りの人と工夫を共有する具体的な姿を現した資料を２種類（図３参照）配付し､本時での手がかりを保護

者と共有できるようにする。ＳＯＳとは、Sugar、Oil、Saltの頭文字をとった言葉である。

図１　第１回目生活習慣アンケート

図２　第２回目生活習慣アンケート
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アンケート回収後は、第２回の記述内容を見取って分析するとともに、第１回と第２回を比較し、授

業の影響について「対応のある t検定」で分析する。なお、第１回目アンケートの回収率は、66人中57人

（86.4％）、第２回目の回収率は、66人中53人（80.3％）、第1回目と第２回目の両方回収できた回収率は、

66人中49人（74.2％）であった。授業で取り扱い、共通して行動を促したいと考えた内容（「めん類の汁を

飲みますか？」「スナック菓子、チョコレート、アイスクリームをどのくらい食べますか？」「炭酸飲料や

甘いジュースはどれくらい飲みますか？」）の３項目において、第１回目と第２回目でどのように変化した

のか比較する。その際には、第１回目と第２回目の両方回収できたものを有効な回答として統計処理する。

３．授業実践　第６学年　体育科（保健領域）「生活のしかたと病気①」

３－１　授業実践の概要

３－１－１　授業実践の設定理由

Ａ小学校では、長期休暇の際には、早寝早起き朝ごはん朝に排便ができているかどうか､チェックシート

を用いて自覚化を図っている。また、身体計測時には、チェックシートの結果をもとに、養護教諭による保

健指導が行われており、実践を行った年の前年度は、睡眠について重点的に指導がなされている。これまで

のチェックシートの結果や、第１回目生活習慣アンケートの結果を見ると、食事に関しては、朝ごはんを食

べる習慣がない子どもは非常に少ない。しかしながら、お菓子やジュース等、砂糖が多く含まれている食品

を食べる習慣のある子どもが多い傾向にある。

Ａ小学校で採用されている、森昭三ら（2015）による「新・みんなの保健　５・６年　教師用指導書　

朱書き編」では、「生活習慣と深く関わっている病気のことを生活習慣病という」（p.36）と定義されてい

る。さらに、生活習慣病の種類として、「脳卒中、心臓病、糖尿病、高血圧症、がん、むし歯・歯周病」

（p.37）が挙げられている。本時では、血管に着目をしてＳＯＳと関わりの深い脳卒中、心臓病、糖尿病、

図３　保護者と授業で子どもが得た手がかりを共有するための資料
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高血圧症とそれに付け加えて、中学校段階で学習する脂質異常症を取り上げた。

３－１－２　本時のねらい

主眼は、「生活習慣病の症状や起こり方を知り、ＳＯＳの観点で予防の仕方を考えることを通して、自分

の生活習慣を見直し、自分に合った予防方法を表現することができる。」とした。

１日にとってよいＳＯＳの量として、Sugar（砂糖）について、内閣府の食品安全委員会（2015）では、世

界保健機関であるＷＨＯ（2015）を受け、成人及び児童１日当たりの遊離糖類摂取量を、エネルギー総摂取

量の10％未満に減らすよう勧めている。また、５％まで減らして、１日25ｇ程度に抑えるなら、更に健康効

果は増大すると発表している。この25ｇには、料理等の食事に含まれる砂糖も対象となるため、子どもたち

に分かりやすくお菓子やジュース等の間食で食べてよい砂糖の量として上限を20ｇに設定した。Oil（油）

については、文部科学省（2018）によって一部改正された学校給食摂取基準やその考え方を参考にし、52～

78ｇに設定した。Saltについては、厚生労働省（2014）の報告書をもとにした菱田明、佐々木敏（2014）の

日本人の食事摂取基準によると、日本人の食事摂取基準で示されている食塩相当量を参考に７ｇと設定した。

様々な食品の栄養成分表示として、チョコレートやソフトキャンディー、サイダーやコーラ、ドーナツや

カップラーメンやポテトチップス等、子どもたちに身近なお菓子やジュースの栄養成分表示を取り上げた。

それらの栄養成分表示をもとに、食品に含まれるＳＯＳの量が分かるよう手立てをした。具体的には、栄

養成分表示における、炭水化物が砂糖、脂質が油、食塩相当量が塩に相当するとした。ただし、炭水化物が

砂糖の量と一致するわけではなく、あくまでも参考値である。また、給食の油と塩の量を示した。

これらの手がかりをもとに、子どもたちは自分の生活をふり返りながら、考えた自分ができそうな工夫

や、各自が考えた工夫を交流できるようにしたいと考えた。また、栄養成分表示を見て食品に含まれるＳＯ

Ｓの量を調べたり、１日にとってよいＳＯＳの量と比べたり、超えないように自分の目標を決めたり、取り

過ぎないように工夫を考えたり、それを実行したりするような工夫を考える流れにすることで、一人ひとり

が異なる状況に置かれた時でも、実行できる子どもの実現を図る。

３－１－３　子どもに本時で得てほしい手がかり

体育科（保健領域）として、生活習慣病の症状や起こり方、原因を理解し、予防方法を表現することが求

められている。ここでは本研究として本時で押さえることをねらった、子どもに本時に得てほしいと考えた

「思考・判断の手がかり」、「行動に移す手がかり」を表２に示す。

表２　本時で子どもが得る手がかり

３－２　授業の展開と板書計画

導入では、子どもたちが健康な時と血管がつまった時のイラストを見て、原因を考えた。その際に、生活

習慣アンケートの点数を用いることで、自分の生活習慣を見直す意欲を高めた。また、血管に焦点を当てる

ことで、本時で扱う生活習慣を絞った。

展開では、子どもたちは生活習慣病の症状や起こり方を知った。血管の変化を４段階で示したり、無症

状で自覚がないまま病状が進行することサイレントキラーという言葉を紹介したり、血管の内側にコレステ

ロールが付着し、血管が狭く硬くなり、血液の流れが悪くなった状態を動脈硬化ということを示すことで、

無症状で自覚がないまま病状が進行することや徐々に生活習慣病になっていくことが分かるようにした。ま

た、動脈硬化が10代から始まることや30代で動脈硬化が完成されることを伝えることで、子どもたちが自分

事として考えることができるようにした。

次に、子どもたちがＳＯＳについて自分の課題を見付け、摂り過ぎない工夫を考え全体で共有した。子ど

思考・判断の手がかり 行動に移す手がかり

・生活習慣病の症状や起こり方、原因（特にＳＯＳ）

・第１回目　生活習慣アンケート結果

・１日にとってよいＳＯＳの量

・様々な食品の栄養成分表示

・食品に含まれるＳＯＳの量

・食品に含まれるＳＯＳの量の調べ方

・自分ができそうなとりすぎない工夫

・友達が考えたとりすぎない工夫

・工夫を考えるサイクル
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もたちに身近な ＳＯＳが多く含まれる食べ物を取り上げることで、自分の課題を見付けることができるよ

うにした。１日の目安量や子どもたちに身近な食品に含まれるＳＯＳの量を示すことで、予防方法を具体化

し表現できるようにした。

終末では、本時の学びをまとめ、これからの生活で生かしたいことを記入した。取り過ぎない工夫を考え

る時の順番を問うことで、「行動に移す手がかり」を明確にし、自分の生活で実践できるようにした。

図４は､「思考・判断の手がかり」や「行動に移す手がかり」を板書でどのように共有していくのかを示

した計画である。

図４　板書計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３－３　結果・考察

３－３－１　子どもの意識

授業後には、ワークシート（図５）の記述から、子どもの授業内

での意識の変容を見取った。ワークシートの課題の部分では、ほと

んどの子どもが、自分の食生活をふり返り、ＳＯＳのどれか１つを

摂り過ぎないようにすることを記述していた。

また、自分ができそうな工夫として、大きく２つのことを書いて

いる子どもが多かった。１点目は、食べ物を変えることである。例

えば、「ジュースをお茶やお水にする」「おやつをおにぎりや果

物にする」「マヨネーズをカロリーが少ないものにする」「刺身に

付ける醤油を減塩のものにする」等が記述されていた。授業中に、

「マヨネーズをカロリーの少ない商品にすると、脂質は減るけど、

塩分が高くなっている」と気付いている子どもがいた。これを全体

に広めていれば、感覚ではなく実際のデータに基づいて自己管理す

る必要性について、より実感させるきっかけになったかもしれない

と考えた。２点目は、量を減らすことである。例えば、「お菓子を

お皿に移して食べる」「カップアイスを小さいアイスにする」「袋

のスナック菓子を半分残す」「ソースをかけるより、つけるように 図５　活用したワークシート
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する」「めん類の汁をあまり飲まない」「醤油をつける量を少なくする」等があった。また、「ブロックの

チョコレートを１日２つにする」と絵を描いて食べる量を決めている子どももいた。その他の工夫として、

「よく噛んで味わって食べると、おなか一杯になって食べる量が減る」「お金をお菓子に使わない」「食べ

る日を減らす」「眠気覚ましのガムを食べないためによく寝る」という工夫を考えている子どももいた。

これらの工夫を実践するために生かしたいこととして、「栄養成分表示をよく見て買い物をする」「食べ

る前に、１日にとってよい基準の量と食品に含まれる量を比べてどのくらい食べるか決める」「おやつを食

べずにすむようにバランスのよい３食を食べて、早寝早起きをする」と記述している子どもがいた。食事の

中のＳＯＳについて重点的に行った授業が、食事のリズムや生活習慣に結び付けて考えていることができて

おり、主眼は達成できたと考える。

３－３－２　保護者から見た子どもの意識

まず、共通して行動変容を促したいと考えた「めん類の汁を飲みますか？」「スナック菓子、チョコ

レート、アイスクリームをどのくらい食べますか？」「炭酸飲料や甘いジュースはどれくらい飲みます

か？」の３項目を第1回目と第２回目でどのように変化したのか比較した（図６参照）。第２回目の数字か

ら第１回目の数字を引いた差から、改善度を出した。「４」に近づくほど改善度合いが高く、「－４」に近

づくほど悪化度合いが高く、「０」は変容ないことを示している。３項目共通して、変わらない「０」結果

になった人が多かった。さらに、数

字が「０」との差が大きくなるにつ

れ、人数が減っている傾向がある。

さらに、第１回目と第２回目生活

アンケートの３つの各項目の授業前

後の行動変化が、授業によるものな

のかどうかを検討するために、「対

応のあるｔ検定」を行った。その結

果、全ての項目において、Ｐ値（両

側）が0.05以上だったため、有意差

はみられなかった。（図７〜９）つ

まり、これらの３項目においては、

授業後に行動変容が起こったとは言

えないという結果となった。 図６　項目別改善度

図７　「めん類の汁を飲みますか？」についての第１回目と第２回目間の検定結果
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このような結果となった要因は、子ども自身が課題に感じて改善したことが、この項目以外のことが多

かったことにあると考える。例えば塩分であれば、ワークシートの「自分ができる工夫」に、「めん類の汁

を飲まない」と記述した子どももいれば「減塩醤油を使う」や「ソースをつけすぎない」「皿に入れたソー

スをつけるようにする」と記述した子どももいた。そのため、事前に全員の変容を促したいと考えていた３

項目は、子ども自身が改善しようと意識したこととはズレが生じていた。ＳＯＳの摂り過ぎを防ぐ方法とし

て、子どもにとって取り組みやすく、変容を促しやすいと考えた麺類の汁やお菓子等を行動の変容を捉えた

いと考えて設定した項目であるが、一人ひとりの実際の行動変容を捉える統計処理とはならなかった。

「授業を終えて、お子様はどのようなことを意識するようになりましたか？（自由記述）」という項目では、

48人（90.6％）の記述があり、そのうち５人（9.4％）は「意識の変化がなかった」という回答した。１人の

保護者は、「元々知っていた内容で、自分の生活は正しかった、いつも心がけていることが正しいと認識で

きた」と記述しており、子どもが授業で得た手がかりをもとにして、日頃気を付けていることを根拠づける

ことができ、今の食生活を持続していこうとする意欲につながったと考える。その他の保護者は、「（子ど

もが）塩分、油分の多いスナックが好きなので、食べる量、回数が多くならないように声掛けしていきたい」

「生活習慣病や予防方法を知り、今後役に立つ時がくると思うので、この度学べてよかった」「砂糖、油、

図８　「スナック菓子、チョコレート、アイスクリームをどのくらい食べますか？」についての

第１回目と第２回目間の検定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図９　「炭酸飲料や甘いジュースはどれくらい飲みますか？」についての第１回目と第２回目間の検定結果
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塩、が体に悪いことは理解しているが、あまり意識せずに食べ

ている様子なので、こまめこまめに声掛けしていきたい」と記

述していた。このことから、図３で示した保護者と授業で子ど

もが得た手がかりを共有する手立ては、有効であったと考える。

「自分のできそうな工夫を実行しましたか？」という問いで

は、「毎回実行した」が10人（19％）、「時々実行した」が30

人（57％）、「実行していない」が７人（13％）、「機会がな

かった」が６人（11％）であった（図10を参照）。

「毎回実行した」「時々実行した」と答えた人に、実行に移

すきっかけについて、自由記述による回答を求めた。その中で

多く見られた記述は、「ＳＯＳを摂りすぎると生活習慣病につながってしまうことが分かったから」や「生

活習慣病になりたくないから」「生活習慣病が怖くなったから」「塩分や糖分の過剰摂取により脳卒中や糖

尿病等、命に関わる重大な病気にかかってしまうことを知り、日々の生活で意識して摂取する重要性を学ん

だから」等であり、生活の仕方と生活習慣病の関係を学び、生活習慣病を防ごうという意識が生まれたこと

がきっかけになることが明らかになった。これは、本時の手がかりで言うと、「思考・判断の手がかり」の

「生活習慣病の症状や起こり方、原因（特にＳＯＳ）」が有効であったと考察できる。他にも、「生活の中

で糖分が少し多いかなと思ったそうです」や「ジュースの中に多くのの砂糖が入っていると知り、減らそう

と考え、飲む量、回数を少なくした」「ジュースに砂糖が多量に含まれていることを認識したので、お茶を

いつも飲むようになった」「おやつでとってよい１日の砂糖の量は10～20ｇでアイスクリーム１カップと同

じということ」等、生活習慣病になりたくないという気持ちから自分の食生活をふり返って、１日にとって

よいＳＯＳの量と普段食べる食品のＳＯＳの量を比べ、その結果が多く取り過ぎていることに気付いている

ことが分かった。これは、本時の手がかりで言うと、「思考・判断の手がかり」の「第1回目生活習慣アン

ケート結果」から自分の課題を見付け、「様々な食品の栄養成分表示」を見て「食品に含まれるＳＯＳの

量」が分かるという一連の流れが「行動に移す手がかり」である「食品に含まれるＳＯＳの量の調べ方」と

なり、「１日にとってよいＳＯＳの量」と比べたからこそ、ＳＯＳを多く摂っていることに気付くことがで

きたのではないかと考える。そのため、これらの手がかりが行動を促すために有効だったと考える。さらに、

「塩、砂糖の摂り過ぎをしないよう、食べ物や調味の選択方法や工夫について知ったこと」という記述が

あった。これは、上記の手がかりに加え、本時における「行動に移す手がかり」の「自分ができそうな摂り

過ぎない工夫」や「友達が考えた摂り過ぎない工夫」「工夫を考えるサイクル」等について、具体的な自分

の食生活への生かし方が分かることで見通しが立ち、実行するきっかけになったのではないかと考えられる。

３－３－３　教職員の意識

この授業実践を行ったクラスの学級担任には、「よく職員室でお菓子をたくさん食べるけど、僕たちも

ＳＯＳの量に気を付けないといけないね。」と声を掛けられた。このように、栄養教諭の授業実践をきっか

けにして、学級担任も自分の食生活をふり返り、改善するきっかけにもなるのではないかと感じた。しかし、

学級担任が子どもたちに向けてできることを構想して授業づくりができていなかったため、栄養教諭として

意図的に学級担任への働きかけをすることができなかった。

３－４　課題

今回の実践授業を通して、特に一人ひとりの子どもの変容を客観的にとらえていく方法とタイミングに

課題を感じた。今回の実践授業では、生活習慣アンケートを活用し、子どもの行動変容を授業前後で見取り、

授業や手立ての効果を把握することを目指していたが、授業内で取り扱った取組のみで項目を設定してし

まったがために、一人ひとりの他の視点からの行動変容を捉えることができない統計処理となってしまった。

子ども一人ひとりの食生活や抱える課題、置かれている状況等は異なるため、いつ、どういった視点から子

どもたちの取組や行動変容を把握するのかということを考えてアンケートを作成せねば、実際の授業や手立

ての効果を把握するものにはならないことを改めて実感した。しかし、今回は、自由記述を設けていたため、

それによって、子どもたちや保護者の行動変容や意識の変容等を捉えることができた。

また、授業で得た手がかりをもとに、取組を持続させていくための手立てが不足していた。学校で行動

図10　工夫を実行した割合
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に移しにくい学習内容でも、学級担任と連携して子どもにアプローチをしていきたい。第６学年においては、

学校において、ＳＯＳを摂り過ぎないことを意識し、行動できる場面としては、調理実習が考えられる。し

かし、調理実習を行う場面は年間を通しても非常に少ない。１クラスだけ今回の授業実践を行った後に調理

実習を行う機会があったが、エコの視点で調理実習を行っていたため、子どもたちは、ＳＯＳについて考え

を働かせることまで意図することができなかった。もしも、エコな調理実習と今回の授業実践を関連付ける

としたら、調理で余った醤油を水に流す時に、魚が住むことができる水に戻すために必要な資源やエネル

ギーについて情報提供すると、ＳＯＳを取り過ぎないよう調理の段階で気を付けることで、環境を守ること

につながることに子どもたちは気付くことができる。しかし、本時ではその内容はふさわしくないため、給

食指導等の場で行うことが望ましい。そのような情報提供を行えば、子どもの意識や意欲はつながっていく。

また、給食のＳＯＳの量を給食時間に伝える等、実際の味覚と量を照らし合わせながら体験することで、行

動に移すきっかけとなったかもしれない。このように、食に関する教科での学びを生かすために、どのタイ

ミングでどのような内容をどの時間で行うのかを明確にしたカリキュラム・マネジメントの重要性を感じた。

４．今後に向けて

子どもたちの行動変容を質的に捉えていくためには、自由記述の振り返りは有効であった。しかし、変

容を捉える視点を明確にしておかねば、意図をもって行った授業や手立ての効果を教諭や保護者等と共有し、

より協働へと向かうため、また取組を持続するための、意欲につながる客観的な根拠となるデータの収集と

はならない。また、得た手がかりを汎用性のあるものとして、一人ひとりの食生活に照らし合わせて活用で

きるように授業内でした後に、授業外において、個々ばらばらな取組を行っている一人ひとりの子どもの変

容をどのように捉えていくのか、どのように授業や手立ての効果を持続させていくのか、その有効な方法を

明らかにすることについては今後の課題としたい。

付記

本論文の内容は、山口大学大学院教育学研究科教職実践高度化専攻の実践研究報告書にある実践事例分

析を抜粋し、付加・修正を加えたものである。「はじめに」、「１．研究の目的と意義」「４．今後に向け

て」については藤上真弓、「２．研究の対象と方法」「３．授業実践」は、藤上真弓と瓦屋大志の指導のも

と授業実践、協議したことをもとにして中村仁美が執筆した。
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